
＊発行号数は昨年度の続きとします 校長 小林 富二夫

十代の限りない成長
間もなく、待ちに待ったソチオリンピックが始まります。毎日、テレビでニュースや特別番組でオ

リンピックの関係する番組が放映され日増しにオリンピックの気運が高まってきているところです。

当市からは、平野選手が初のオリンピック選手として出場します。１５歳の中学生ということで生徒

はその凄さを感じていると同時に、身近な存在だけに、自身の心の何かが弾けた人もいるのではない

かと思います。大いに刺激を受け自らさまざまなことに挑戦を続けていってほしいと願っています。

オリンピックには、このほかに１０代の有力選手としてジャンプの高梨選手１７歳にフィギュアス

ケート羽生選手１９歳がメダルの期待を背負って出場します。

また、オリンピックとは離れますが、今月１日に行われたローザンヌ国際バレエコンクールに日本

の高校生二人が１位と２位に輝き日本中を沸き上がらせました。これだけみても１０代の限りない挑

戦と限りない成長に日本人の一人として誇りを感じます。

３日の全校朝会で生徒に話をしましたが、１０代、特に中学生は頭も体も著しく成長する時期です。

やればやっただけ身に付きますが、やらなければ体はそれなりに大きくはなりますが、身に付くもの

はありません。学校の勉強や部活動など学校内の全ての活動は勿論ですが、学校外でいろんな習いご

とをしている人もいます。ぜひ、自分の可能性を信じ、またいつか花咲く時がくることを信じて粘り

強く頑張り続けていってもらいたいと思っています。

次に、これは１０代ではありませんが、世界中を驚かせた若き女性研究者、小保方さん（30歳）は、

常識を覆す万能細胞（ＳＴＡＰ）を簡単に作ることに成功しました。いったんは、「愚弄だ」とも言

われながらもあきらめなかった粘り強い精神力には感銘を受けました。よく最近の若いものは、コミ

ュニケーションが不足だとか、語学力が低下しているとか、海外進出に消極的だとかさまざまなこと

を言われますが、このように日本にとどまらず世界を相手にこれだけ活躍している人がいると思うと、

頼もしくまた、国内の若者にも大きな自信と希望を与えてくれたのではないかと思います。

このような中で、本校の生徒もいろんなところで活躍を見せています。毎月、全校朝会があります

が賞状伝達がない時はありません。素晴らしい活躍ぶりだと思っています。今年度も残りあとわずか

となりましたが、今後も一人一人の生徒がたゆみない努力を続け、今後さらに成長した姿をみせてく

れることを期待しているところです。

教育目標「めあてをもって 自分で考え ねばり強くやり抜こう」
今年度も、「確かな学力の向上」「豊かな心の育成」「健康な体づくり」の
３つを柱にして、「生徒が生き生きと輝く学校」を目指していきます。
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◇学校評議員及び学校関係者評価委員による学校評価

去る１月３１日、第３回学校評議員及び学校関係者評価委員の訪問がありました。全学級の授業を

ご覧いただきその後、当校が今年度特に力を入れて取り組んでいることについてご意見をいただいた

り評価をしていただいたりしました。１回目は、今年度の取組の計画を説明し、それに対して意見を

いただき、２回目は、取組の進捗状況の説明と中間評価をしてもらいました。今回は、年度末評価と

いうことで１年間取組を進めてきたことについての評価とご意見をいただきました。

目標を掲げ特に力を入れて取り組んできたことは以下のことです。項目別にその取組の概要と学校

側の評価並びに学校関係者評価委員による評価を報告させていただきます。

＊自己評価→学校で評価したこと ＊委員の評価→学校関係者評価委員の方々からの評価

【知育】学習 取 組 内 容 自己評価 委員の評価

○ｗｅｂ配信問題で正答数の平均を６.３以上にする。
＜結果＞ 6.9（国7.1・数学6.5・英語7.1） 県平均（6.8）
ｗｅｂ配信問題は、県から毎月送信されてくる問題で毎月実施していま

す。教科は、国語、数学、英語の３教科です。目標としている数値は、昨
年度の実態からこのような数値を目標に今年度取組強化を行っています。

＜学校評議員・学校関係者評価委員の意見＞
・学校の評価結果で妥当である。しかし、学年によって、また教科によって、ばらつきがあるので

そのあたりの原因をよく検討して改善の取組をお願いしたい。

【徳育】心 取 組 内 容 自己評価 委員の評価

○ボランティア活動に一人３回以上参加する生徒を各学年８０％以上にする。
＜結果＞１年→６１％・２年→６０％・３年→８２％

豊かな心を育てる教育活動の一環としてボランティア活動を奨励してい

ます。人の役に立つ活動は、これからの社会を担う子どもたちには重要だ
と考えています。

＜学校評議員・学校関係者評価委員の意見＞

・学校の評価結果で妥当である。学校以外でもボランティアをやっている生徒がいるのではないか、
生徒に学校でカウントするボランティアをしっかり理解させる必要があるのではないか。

・教室のゴミ拾いなど自然とできるようになればよい。自然と身の回りがきれいになるように。

・子どものころからきちんとした教育をやっていないと道徳心が育たない。

【体育】健康な体 取 組 内 容 自己評価 委員の評価

○２回目の健康ランニングで、平均タイムが１回目よりよかった部の数
を５０％以上にする。 ＜結果＞ ５０％

１回目を上回った部の割合 男女合計10/20 （男子の部 6/10 女子の部 4/10）
校外の道路を使用したマラソン大会から今回のような「健康ランニング」

に変更し、春と秋の２回実施することにしてから、２年目となります。練
習ための強調週間も取り入れ、体力向上の取組を行っています。自主的に

走ることに興味関心を示し生涯健康維持のために走り続けることを願って
います。 （距離おおむ 男子→約２.８ｋｍ 女子→約２.０ｋｍ）

＜学校評議員・学校関係者評価委員の意見＞
・学校の評価結果で妥当である。まずは、取り組むことが大切である。

・個人ではなく部単位であるが、遅い子に対し、責めるような行為はないか。あるようだったら改
善の方向で検討も必要か。

Ａ Ａ

Ｂ Ｂ

Ａ Ａ



◇市民憲章が制定される 25年12月18日に制定

＊「市民憲章」は、市民一人一人がまちづくりに主体的にかかわっていくための目標やスローガンを

表したものです。今後、市民である生徒にも浸透させ素晴らしい村上市の郷土を愛する子どもたち

に育っていってほしいと願っています。

先日、小川荒川地区公民館長さんから、こんな思いで制定されたという資料をいただくことがで

きました。とても分かりやすく納得のいくものだと思いました。今後、その資料を職員にも配布し

生徒に紹介し広めていきたいと考えています。以下、資料からの解説を紹介します。

なお、村上市ホームページでも公開されていますので、ぜひご覧ください。

（前文）

若葉薫る木々 →ふるさとの山々を表現していますが、人それぞれが思い描くことのできる山や森、草花などの自然のイメージを広く表現しました。

清らかなせせらぎ →ふるさとの川を表現しています。市には大小さまざまな川が流れています。田を潤す小川も含めて、ふるさとの川のせせらぎを表現しています。

稲穂わたる風 →村上市のどの地域でも見られる水田は、見わたす限り広いところもあれば、棚田のようなところもあります。稲をゆらして通り抜けていく風をイメージしています。

夕日きらめく波 →村上市が有する海岸線と日本海を表現しています。光輝く海、厳しく荒々しい海、それぞれかけがえのないふるさとの海はありますが、穏やかで美しい夕

日は村上市を代表する風景です。

私たちのふるさとは 自然に恵まれた美しいまちです

人々は 豊かな心と文化を育みながら 歴史を重ねてきました

私たちは 村上市民であることに誇りを持ち 誰もが輝ける明日（あした）に向けて

ここに市民憲章を定めます

➢先人への感謝そして郷土を愛する心

美しくも厳しい大自然の中で、この地域に暮らしてきた人々や私たちの祖先、先人は、支え合う心を大切にしながらふ

るさとを守ってきました。また、厳しい自然の中に生かされたことで、純粋で感性豊かな心が育まれ、独自の文化や暮

らしが生まれました。それらは、語り継がれると共に技として伝えられ、私たちに祭りや伝統行事などという形で伝え

られているほか、技術や産業となって村上市の礎を築いています。このように延々と時を刻み、歴史が重ねられてきた

のです。そうした先人たちへの感謝と敬意、そしてかけがえのないふるさとへの愛を「村上市民であることに誇りを持

つ」という言葉に込めています。

➢誰もが輝ける明日に向けた決意

各地域にはそれぞれ固有の文化や個性があります。しかし、一方で閉鎖的な面があると言われているのも事実です。そ

うした中で、一人ひとりが村上市民である誇りを胸に、お互いやお互いの地域について認め合い、高め合いながら、誰

もが希望が持てる未来の村上市を築いていくというテーマが込められています。

（唱和文）＊前文の願いをよく理解し、以下の唱和文を機会をみて生徒とともに唱和したいと思っています。

１ はぐくもう 愛と思いやりのこころを

２ つくろう 創意に満ちた明るい未来を

３ ひろげよう 伝統と文化 学びのすばらしさを

４ 私たちは 元気あふれるまちを目指します

１私たち一人ひとりがまちづくりの主役です。市民がお互いに支え合い、思いやりの心を育て、家族や地域、郷土へ

の愛を育んでいくことの大切さを表現しています。そのことが次の世代を育て、村上市の担い手をつくることに

つながるのです。

２独創的な工夫や発想、日々の研究や努力を重ねながら、意欲を持ってものを作り出すことは、産業振興や地域活動

の活性化などあらゆる分野に共通する姿勢であり、村上市の発展への強い思いが込められています。誰もが希望に

に満ちた村上市の未来を創りだすために市民が一つになって努力し、次の世代につないでいこうということを表現

しています。

３村上市の各地にある独自の伝統（行事、産業）や文化などを守りながら、その素晴らしさを伝え、広く発信してい

くこと、また、学びによって深く理解するとともに担い手を育て、人として力を高めていくことの素晴らしさを表

現しています。

４私たちが目指す村上市は「誰もが元気であふれた活力のあるまち」です。それは、人、産業、文化などすべての面

において私たちの目標であり、そのような元気なまちを次の世代につないでいこうという強い決意を表しています。



今回もいろんなところで生徒が活躍しています。その活躍を紹介しま

す。なお、学校が把握していないものもあるかも知れません。ぜひ、学

校外でも荒川中学校の生徒が活躍していることがありましたら教えてい

ただきたいと思います。

◇卓球部 ○中川杯卓球大会（1/13）

優勝 男子団体（荒川中Ａチーム） ２位 ２年男子個人 本間龍希

○東京選手権大会新潟県予選（1/13）

優勝 中学男子個人 石山 慎

※3/15-16に開催される「東京選手権卓球大会」に、県代表として出場予定

○荒川地区卓球大会（1/25）

３位 男子団体 荒川中Ａチーム

優勝 中学男子個人 山田 優 ２位 小林滉人 ３位 本間龍希

優勝 一般男子個人 石山 慎

３位 女子団体 荒川中Ａチーム、荒川中Ｂチーム

優勝 中学女子個人 菅井愛菜 ２位 風間春菜

３位 中原志穂、斎藤汐李

◇ソフトテニス部

○はまなす杯中学校選抜ソフトテニス大会（1/26）

３位 男子団体戦

○村上市民インドアソフトテニス大会（1/26）

２位 女子個人戦 須貝若菜・光林良華

◇歴史検定

準3級 松田周平 髙橋京弥

5級 岩川瑞季 長谷部美咲 山上なぎさ

主な予定 主な予定

３日（月）～５日（水）

３年進学保護者会 ５日（水）卒業式予行

６日（木）学年朝会 ６日（木）３年修了式 卒業式準備（午後）

７日（金）生徒総会・テスト前部活動停止 13日迄 ７日（金）第６７回卒業証書授与式

学力向上テスト（国） 10日（月）全校朝会

10日（月）諸経費引落日・新入生保護者説明会 11日（火）公立高校一般入試

12日（水）公立高校推薦面接日 12日（水）新入生体験入学

13日（木）１・２年定期テスト1/2 13日（木）公立高校合格発表 ・２年保護者会

14日（金）１・２年定期テスト2/2・生徒会専門委員会 17日（月）生徒朝会・ＰＴＡ理事会・評議員会

17日（月）生徒朝会 24日（月）終業式・公立高校２次入試

18日（火）スクールカウンセラー来校日 25日（火）離任式

20日（木）生徒会代表協議会

24日（月）授業参観日５限・三送会６限 27日（木）全校卒業式練習

25日（火）スクールカウンセラー来校日 28日（金）あらかわ家庭学習Ｄａｙ

26日（水）１・２年単元別テスト 全校卒業式練習

◇諸経費納入は、2月１０日（月）が最後です。完納にご協力よろしくお願いします。


